
 

Ⅰ はじめに 

 本部会は、本市小学校の諸教育環境整備を進め

るため、各校長の意見と提案を踏まえながら、「お

願い」「教育条件の整備について」まとめ、関係機

関との懇談等を行ってきた。 

Ⅱ 活動方針等 

１ 研究主題 

学校における教育効果を高め、働き方改革

を進める学校教育諸環境の整備（３年次） 

２ 活動方針 

（１）学校経営・施設設備・教育環境等の課題

を明確にし、教育効果を高めるための人的・

物的・財政的な諸条件の整備・充実に努め

る。 

 （２）学校教育諸活動や教育条件の整備につい

て、県連小・県中合同対策委員会、市中学

校長会、市小校長会幹事会、山形市教委と

の連携を深める。 

Ⅲ 活動の経過 

 ４月１１日（火）      市行財政部会① 

・活動方針・年間活動計画・組織づくり 

４月２４日（月）  県小中合同対策幹事会①  

 ・対策委員会活動内容等について 

５月 ８日（月）  県小中合同対策委員会① 

 ・今年度の対策活動計画・日程（案）等 

５月１２日（金）      市行財政部会② 

・アンケート集約方法と要望事項重点化検討 

 ５月１５日（月）～２９日（月）  

・小学校校長へのアンケート調査の実施 

・調査の集約と分析 

 

  

６月３日（金）７日（水） 市行財政部会③④ 

  ・アンケート調査結果の取りまとめと重点化 

・県対策委員会、市懇談会提出資料の検討 

６月１５日（木）  県小中合同対策幹事会② 

 ・アンケート調査結果の集約 

７月 ３日（月）  県小中合同対策委員会② 

        対策幹事会③ 

 ・「お願い」（案）の作成、役割分担 

 ・経営懇談会の進め方の検討 

８月 １日（火）     県小中経営懇談会 

 ・県教育局関係各課長等へ重点事項の説明 

８月３１日（木） 

 ・「お願い」の提出  

（県教育長、県市町村教育委員会協議会長） 

１０月 ２日（月）      市行財政部会⑤ 

  ・市中学校長会との要望内容検討 

・山形市教育委員会との懇談会の資料検討 

１０月 ５日（木）  県小中合同対策幹事会④ 

１０月 ６日（金）      市行財政部会⑥ 

  ・山形市教育委員会との懇談会資料調整 

１０月３０日（月）山形市教育委員会との懇談会 

  ・「教育条件整備について」の提出 

１２月 １日（金）     県小中経営学習会 

  「各地区の取組事例から学ぶ」 

１２月 ８日（金）      市行財政部会⑦ 

  ・今年度活動の成果と課題について検討 

 １月１１日（木）  県小中合同対策幹事会⑤ 

  ・今年度の対策活動の総括及び次年度の計画 

２月 ９日（金）      市行財政部会⑧ 

・次年度の方向性と活動計画 
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Ⅳ 今年度の取組から 

１ 市教委へのお願いの重点事項とコメント 

（１） GIGAスクール構想に基づく、持続可能 

な ICT環境の一層の充実 

【コメント：「山形市教育の情報化推進計画」

に具体的な期間と整備のプランを示して

いる。変化の激しい分野なので、その都

度、変更・調整していきたい。支援員は

国の基準を上回る配置としている。電子

黒板はできるだけ早い段階で増台できる

ようにしていく。】 

（２） コミュニティスクールにおける地域  

学校協働活動の活動費の予算化 

【コメント：新しい活動が次々と企画され

ていく状況にあり、予算化は難しい。現

在実施されている事業と組み合わせたり

して、持続可能な活動を考えて欲しい。

制度継続と予算の増額を国に要望してい

く。各学校、各協議会の声は大切にした

いので、継続して要望して欲しい。】 

（３） 市の検討委員会における市学校部活動 

基本方針の実施状況と今後の見通し 

【コメント：今年度より３カ年のモデル事

業を実施している。各学校や各競技種目

の実情に合わせた対応の仕方が求められ

ている。学校だけでなく地域住民にとっ

ても大きな改革なので、教育委員会だけ

でなく、市全体で取り組んでいるところ。

関係各課や関係団体とも歩調を合わせた

慎重な進め方が求められている。】 

（４） 障がいの多様化に対する人的措置の推 

進と適切な就学指導 

【コメント：「山形市特別支援教育推進計画」

の策定準備を進め、教職員研修の充実、

教育支援相談体制の整備、特別支援指導

員の配置等、特別支援教育の充実、次世

代育成を一体的に図っていく。特に次世

代育成に関しては、専門的知識を身につ

けてもらえるようなシステムを考えてい

きたい。】 

（５） ニーズに対応できる特別支援教育の専 

門的な部署や機関等の検討 

【コメント：令和４年度より就学時健診に

指導主事を派遣し、実態調査を行ってい

る。今年度は、大規模校２校で調査を実

施した。また、市学習センターを特別支

援教育の拠点として整備し、内部の人員

も増やしていきたいと考えている。相談

件数の増加、相談内容の多様化・複雑化

等も含め、諸課題を総合的に支援できる

システムを検討していく。】 

（６） 校舎ワックスがけ、プール清掃等の業者 

委託、設置者主体の実施 

【コメント：ワックスがけ、プール清掃は

欠かせないものと捉えているので、業者

委託については、教職員の働き方改革の

観点を踏まえ検討していく。よりよい対

応策について他の自治体の取り組み状況

を見ながら検討を継続していく。】 

（７） 設置者主体の施設開放の実施 

【コメント：web 登録システム化、施設破  

損修繕等要望窓口の一本化を含め、学校の

負担軽減となるよう検討している。部活動

の地域移行に関連し、学校施設のより有効

な活用方法については、市長部局と連携し

ながら対応策を検討していく。】 

Ⅴ おわりに 

 山形市教育委員会の皆様より各校の実情をご理

解いただき、年度途中にも関わらず、複数の分野

で新規の対応が講じられた。これは、これまで学

校の状況を継続して話題にしてこられた諸先輩方、

中学校長会との連携、そして、ご意見を寄せてく

ださった各校長先生方のおかげであり、心より感

謝いたしております。 
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